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引張強さ δｔ＝105.5MPa=105.5N/㎟


比例限度（圧縮） 167MPa＝167N/㎟


弾性率（ヤング係数） E=14.7GPa=14700N/㎟


　=14700×10³kN/㎡=1.47×10⁷kN/㎡


ポアソン比 ν=0.31


密度ρ ρ=2.14ｇ/㎤=21kN/㎥


（ρ=2.14×10⁻³㎏/㎤=2.14×9.8×10⁻³N/㎤


　　=21×10⁻³N/㎤→21ｋN/㎥）


異方性 なし





　結果


　2根管独立して隔壁が存在するパターンでは隔壁が存在することによってアーチ効果による均等な曲げモーメント、軸力の分布形状となっていることが確認できた。せん断力は隔壁の付け根効果によってくびれに部に集中を認める。


　一方、隔壁を除去したパターンでは隔壁を除去しないパターンに比べて断面力が大きく、曲げモーメント及び軸力が左右端の円弧部に集中して大きいことが認められた。せん断力はモーメントが大きい区域以外では大きな値となっており全体の剛性が低下して、両端部に断面力が集中しているものと考えられる。


　考察


　以上の結果から隔壁の有無によって影響を明らかに受けた結果となった。隔壁除去後は特に断面力の集中傾向によって左右端の円弧部、つまりは歯根の頬舌側方向に過大な引っ張りと圧縮の応力が発生して破壊につながるものと推測される。隔壁除去後のパターンでは全体の剛性低下も引き起こしていると考察される。


　今後このフレームモデルでは実際の象牙質の厚みを考慮した計算や分割をより細分化することによってより詳細な応力の分布を検討することにつながるのではないかと考えられる。また同じ方法でモデルを設計していけば他の歯種での検討も可能であると考えられる。












































































































































緒言


　日常臨床において歯の破折に遭遇することは残念ながら少なくない。臨床的な歯の破折では部位による破折の方向性があり、歯根破折では小臼歯は頬舌側方向に、大臼歯では近遠心方向に認めることが多い。顕微鏡下での破折の診査、診断は歯科治療において有用性を証明できる内容の一つである。


　歯根破折の原因としては歯科治療時の侵襲によるもの、有害な咬合によるもの、発生学的な要素によるものなどが考えられる。歯の破折においてはEllisの分類等破折深度による分類は存在するものの歯根破折の方向性による分類は見当たらない。そのため歯根破折の方向の頻度は我々の経験による主観的なものである。今回、歯根の解剖学的構造によって破折の確率が示唆されることはできないかと考え、検討を行い若干の知見を得たので報告する。





材料・方法


　2根管性の小臼歯の歯冠側3分の１で歯根断面図をモデル化し、２根管独立したものと2根管の間のイスムスを含む隔壁を除去したものの２パターンでフレーム設計を行った。またそのフレームを便宜的に線要素で28分割し計算することにした。今回の設定では咬合力が垂直にかかる想定で根管内に存在するガッタパーチャにコアを築造し、咬合力がコアから歯根に放射線状にかかるという設定で行っている。28分割した根管壁に内圧を示す出方を計算することによってくびれの存在する隔壁近辺や頬舌側方向となる円弧部など、各部位による内圧のかかり方の違いや各々の応力を検討することができる。


　今回の計算において必要な材料および強度の緒元は以下に示す。


象牙質 


圧縮強さ δｃ＝297MPa=297N/㎟



























































































































































































































































Unfortunately it is far from uncommon to cope with dental fractures in everyday clinical surgeries. Each types of fractures display their own tendency in the direction. For instance, in case of root fractures, bicuspid fractures in the way of Buccal lingual side while for molar tooth they crack to the mid-distal direction. Microscopic examination is one of the credible source in dental treatment.


The main causes of root fractures are thought to be invasion while in treatment, harmful occlusion and congenital genetic reasons. We have Ellis’s classification which classifies the fracture by its’ depth while we have none that classify by the direction of fractures. Therefore directional tendencies of root fractures we mentioned is based on our experimental, clinical experiences. Our attempt here is to report what we have studied and earned upon the hypothesis that directional tendencies of root fractures can stochastically be explained based on their anatomical structures.

















































































































